
　後援会の皆様、いかがお過ごしでしょうか。
　日頃は大庭後援会に対しまして、格別のご指導賜り心より
厚く御礼申し上げます。
　さて過般の震災以来、1ケ月余が経過しますが連日の報道
に心を痛められている方も多かろうと思います。また、福島原
発の被災は,私ども浜岡原発から２０ｋｍ～３０ｋｍ圏内
に暮らす住民としても他人事ではありません。
　東海地震が叫ばれるなか、阪神淡路大震災や今回の東日
本大震災を目の当たりにし、本市においても、さらに災害に
強いまちづくりにむけ総点検をしていかなければなりません。
　ところで、こうした未曽有の災害のなか、袋井市の平成２3
年度予算がスタートいたしました。
　今定例会では、市長から新病院建設をはじめとした「万全
な医療体制の構築」をはじめ、５つのドリームプロジェクトと、
さらに、懸案となっている「待機児童問題」など、５つのゼロ

作戦も取り上げられ施政方針が示されました。
　また、この施策推進のために「市民の力」「地域の力」をい
ただき、市民と行政のパートナーシップでこれからのまちづく
りをしたい旨の決意も述べられ、私からは市当局に対しこれ
からのまちづくりについて各種の提言も交え質問（次頁掲載）
をさせていただいた次第です。
　今回の震災は定例会中に発災したということもあり、最終
日には市としての震災への取り組みが報告されましたが、そ
の対応についても多くの議論が交わされたところです。
　いずれにせよ、防災計画の見直しも含めて多くの課題があ
りますが、私も、これまでの経験を生かして議会活動を頑張っ
てまいります。倍旧のご指導、ご支援の程よろしくお願い申し
上げます。
　

袋井市議会議員　大庭通嘉
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袋井市議会2月定例会報告
待望久しかった袋井警察署の開署

東日本大震災の対応
定例会で報告された袋井市の震災対応より定例会で報告された袋井市の震災対応より

■ 浜岡原子力発電所への対応は？
　今回の福島原子力発電所の火災は、被災範囲も広
範囲におよび、従来の原子力政策を抜本的に見直す
必要があるとして、市としても関係機関に従来の災害
対策以上の措置をとるよう、中部電力や県に対し要請
していきたいとの報告が市長からありました。
　なお、3月30日、藤枝、焼津、袋井、磐田市の４市は事
業者と自治体が原発の安全確保を巡って結ぶ協定の
対象地域を30km圏内に拡大することを中部電力社長
あて提出しました。「国は原発の10km圏内を原子力防
災対策を重点的に充実すべき地域（EPZ）と定めている
ため、これの範囲拡大要請をしたものです。」

■ なぜ津波に対し避難勧告が出なかったのか？
　今回の大津波警報での津波高は３ｍ程度とされており、浅羽海岸の堤防（6～7ｍ）を乗り超える可能性
がないと判断したとのことでした。県の東海震災での浸水被害は想定されておらず、今後、大津波を想定
した検討が必要になります。
　議会では、他市で警報が出たのに、浅羽海岸で出なかったことに対しての厳しい指摘もされました。報
告によれば３月11日、17時18分、1.4ｍを御前崎で観測。舞坂で0.8ｍ、浅羽海岸では、1.2ｍ程度を推定。太
田川での大幅な水位上昇は確認されていません。

■ 東日本大震災対応状況は？
　市では災害復旧支援本部を3月15日から立ち上げています。発災した3月11日の翌日から、これまで消防
職員が１次～7次まで40名（4/1派遣解除）を、また市職員を1～7次35名（4/1現在）支援に派遣していま
す。支援に際し、毛布1100枚や簡易トイレ50基、マスク58000枚など多くの物資が届けられています。
　議会でも義援金を送りましたが、市も引き続き募金活動（44-3136）、救援物資の受け付け（44-3105）、
ボランティア希望（44-3114）を受け付けするなど支援体制を進めています。

■ 袋井市での被災者受け入れ状況は？
袋井市でもすでに再開発住宅でや市営住宅で被災者への住宅提供を実施しています。20人受け入れ。
（3/31現在）

後援会へのご支援に

感謝申し上げます

■http://www2s.biglobe.ne.jp/~mitiyosi/index.html
■Ｅメール　ohba@mxu.mesh.ne.jp

皆様からのご意見お待ちしています。
大庭のホームページ
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袋井警察署が４月１日開署の
運びとなった。署員１２０名体
制でスタートする警察署には
期待も大きい。安心安全の砦と
もいえる施設を中心に新たな
まちづくりが期待される。４月
５日新警察署前で新入学児を
交通事故から守る県民運動に
伴う街頭指導が行われた。

袋井警察署が４月１日開署の
運びとなった。署員１２０名体
制でスタートする警察署には
期待も大きい。安心安全の砦と
もいえる施設を中心に新たな
まちづくりが期待される。４月
５日新警察署前で新入学児を
交通事故から守る県民運動に
伴う街頭指導が行われた。

大庭議員が委員長をしている新病院建設特
別委員会で、袋井・掛川と同じ統合病院の準
備をしている兵庫県三木市に研修。代表して
挨拶する。

2011.2.15

掛川地先にある新病院建設現場を確認する
大庭新病院建設特別委員長、順調に工事が
進められている。

2010.11.10

浅羽の郷土資料館前に近藤記念館が建設
された。３億円のご寄付をいただき立派な
施設が建設された。当日は、近藤夫妻もご出
席された。

2010.10.18

細江にある家電リサイクル工場の視察。袋
井からも多くのテレビが搬入されていた。

2010.8.1
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松橋川の治水対策の現場確認をする。平成
22年度調査費が計上された。大庭議員は以
前から市全体の治水問題を取り上げている。
23年度も治水対策には2.61億円計上されて
いる。

　３月１１日に発生しました東日本大震災により亡くなられた方々のご冥福をお祈り
　いたしますとともに、被災された皆様、そしてご家族の皆様方に対しまして
　心よりお見舞い申し上げます。　　　一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

　３月１１日に発生しました東日本大震災により亡くなられた方々のご冥福をお祈り
　いたしますとともに、被災された皆様、そしてご家族の皆様方に対しまして
　心よりお見舞い申し上げます。　　　一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。



合併前に博物館建設について議論を重ね『博物
館基本構想研究報告書』がまとめられている。今
後、博物館をどのように考えていくか。
今回計画する歴史文化館は、浅羽郷土資料館な
ど周辺施設と有機的に結びつけ、ゾーン全体で、
博物館的機能が発揮できる施設となるよう運営
していきたい。
文化協会等からの古文書の収集保存やその公開
について要望書が出されているが、どのように考
えているか。
歴史文化館設置をもって、要望に応えたい。また、
古文書等の資料の収集・保存を行い、基礎資料の
充実を図るとともに、収集した資料は適切なデジ
タル化を行い、市民の歴史に対する理解を深める
など活用したい。また、資料収集や活用は、市内の
歴史研究団体の皆様の協力をいただき進めたい。
歴史資源の掘り起こしや、袋井市の歴史物語づく
り、ＩＴライブラリー化などによる歴史の「見える
化」を進めるべき。
提案の歴史文化の「見える化」を充実したい。
市史編さんと文化財審議会の充実を進めるべき
と考えるがどうか。
ご指摘のように、『袋井市史』は昭和58年に通史
編を、『浅羽町史』は平成12年に通史編がそれぞ
れ刊行された。今後、歴史掘り起こしの取り組み
も進めていきたい。
澤野医院記念館10周年の総括と今後の充実した
展開について伺う。
世話人会による献身的な協力により、管理、運営
が実施されてきた。今後、更なる利用者の増加に
向け、2016年には袋井宿開設400年を迎え、旧東
海道沿いの立地が注目されるので地域の方々と
共に効果的に活用を進めたい。
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□ 平成23年度予算一覧

国民健康保険会計
老 人 保 健 会 計
後期高齢者医療
土 地 取 得 会 計
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〈◎新規事業　単位：万円〉
□ 平成23年度主な事業一覧
【万全な医療体制の構築】
　新病院建築　　　
　総合健康センター（仮称）の整備
【市民と行政のパートナーシップ】
◎パートナーシップのまちづくり
【エコエネルギーの活用・促進】
◎元気はつらつ、風見の丘運営
【新たな産業づくり】　
◎袋井市東京ネットワーク交流事業
【市民からの提案】
◎誇れるふるさとの川づくり事業
【待機児童ゼロ作戦】
◎愛野こども園運営補助
◎袋井あそび保育園建設費補助
　認証・認可外保育所等施設補助
【糖尿病予備軍ゼロ作戦】
　糖尿病徹底予防事業
　地域で取り組む健康教室開催事業
【集中豪雨被害ゼロ作戦】
　風水害防災対策
　治水対策
◎同報無線デジタル化
【発達障がいの心配事ゼロ作戦】
◎子供発達支援トータルサポート
【市税滞納ゼロ作戦】
　市税収納対策
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平成23年度 袋井市一般会計予算
一般会計総額　293億7,000万円　前年対比0.5％減

2月定例会開会
　平成23年度2月定例議会は、さる2月22日に開会し、右表の会計予算及び、下記の議案等が審
議され、市長提出議案30件の全議案と議員提出議案3件を、それぞれ可決承認し、３月22日、29
日間の会期を閉じました。　

平成23年度予算の概要（歳入）
　平成23年度の袋井市の一般会計は293.7億円で、前年比0.5％の減、また、特別会計、企業
会計を合わせた総額は529.2320億円で0.3％増となりました。
　歳入のうち市税が法人市民税の回復のほか、浅羽地域の都市計画税の課税で、4.2％増の
141.2億円、地方交付税は47.2％増の26.5億円、市債は36.3％減の30.78億円となっていま
す。これにより実質公債費比率は前年並の14.5％（公債費が財政に及ぼす負担で18％以下が
望ましい）となり、地方債の現在高（借金）は昨年より6.9億円減少し、272.9億円、基金（貯金）
は5.3億円減の59.3億円となります。ちなみに、地方債現在高を平成20年度の全国類似規模
の市と比較しますと、人口一人当たりの借金は全国平均42.4万円に対し、県が平均で37.2万
円、袋井市は30.6万円と低くなっています。

上程議案一覧
・平成23年度袋井市一般会計予算について
・平成23年度袋井市国民健康保険特別会計予算について
・袋井市防犯まちづくり条例の制定について
・袋井市看護師等修学資金貸与条例の制定について
・袋井市職員の旅費に関する条例の一部改正について
・袋井市特別職の職員で常勤のものの給料等に関する条例の一部改正について
　　　　　　　　　　ほか　市長提出議案24件　議員提出議案3件　全議案可決

市政運営の重点戦略
○ふくろいドリームプロジェクト
　1.万全な医療体制の構築　
　2.市民と行政のパートナーシップ
　3.エコエネルギーの活用・促進
　4.新たな産業づくり
　5.市民からの提案

○ふくろいの５つのゼロ作戦
　1.待機児童ゼロ作戦
　2.糖尿病予備軍ゼロ作戦　
　3.発達障がいの心配ごとゼロ作戦
　4.集中豪雨被害ゼロ作戦
　5.市税滞納ゼロ作戦
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　合併して6年が経過するが、
この合併効果の中に、国が進め
ている職員の定数削減がある。
　新袋井市では、平成17年度
571人いた正規職員（病院を除
く）を平成22年度に520人に削
減するという計画を立てた。し
かし、実際は548人。23名減に
止まった。それどころか、平成
17年度121人いた嘱託職員を
毎年採用し平成22年度、149

人に増員してきたためトータル
では692人から695人と増えて
しまった。
　今年1月、平成23年度から27
年度までの定員適正化計画を
また新たに策定した。これによ
れば現在の548人をさらに44
人削減し504人にするという。
　本当に削減できるのか今議
会大庭から質問した。　　　　
　なぜなら、袋井市の場合、人

口一人当たりの人件費は全国の
類似団体（本市と同規模の市）
34市のうち3番目に少ないとの
統計も出されており、すでにある
程度の削減努力はされている。
　さらに職員を削減していくに
は、これまで以上の努力が求め
られる。
　今年も恒例の人事異動があ
り27.9％もの職員が新たな職
場に異動した。民間会社ではこ

れほどの異動は少ない。。
　異動も市民サービスの一環
だろうが、職員一人ひとりの能
力を最大限に引き出し、どれだ
けの市民サービスができるか、
そんな視点での定員適正化を
望みたい。
　計画達成のカギは計画策定
段階から事業実施に至るまで、
職場における職員の「心」合わ
せにある。

平成21年11月2日からのルート改正で大幅
な利用者の減少となった。大庭議員からも
再三の指摘で、今年の7月より運行を見直
し変更することになる。地域協働運行バス
も手探りの試行運行が続いている。

心配される地震対策として木造住宅耐震
補強助成事業が市単独で30万円を追加し
実施することになった。これにより、一般世
帯90万円、高齢者世帯110万円の補助が昨
年12月より継続して実施することになる。

風見の丘が4月17日にオープン。25ｍプール
やトレーニング室、フィットネス施設等が完
備されている。60歳以上の個人使用料は大
人の半額とし施設利用の促進が図られる。3
年間は直営、26年から指定管理の予定。

待機児童人口あたり、県下１位の脱却を目
指し、待機児童0作戦が平成27年度を目標
に策定された。3月に愛野こども園が開園、
来年には袋井あそび保育園も建設予定。
認証保育や幼稚園預かり保育も拡充する。

大庭の市政に対する
　    「一般質問要旨」から

議会で一般質問する大庭議員

平成23年度から後期総合計画が始まる。後期計
画で重点的に取り組む事業は。
新病院の建設、保健・医療・介護の実現、新学校
給食センターや市営墓地公園の整備等、を重点
に進めたい。

今年度、「市民の力」「地域の力」を前面に出した
行政と市民のパートナーシップ政策を市政方針の
柱にしているが、その心は何か。
少子・高齢化で社会的課題が増大する。「市民の
力」「地域の力」が発揮される行政経営が出来れ
ば、それら課題を改善・解決できる。

「市民の力」「地域の力」を阻害しているものに、行
き過ぎた個人情報保護の運用はないか。民生委
員にも十分な情報が提供されていないと聞く。
条例に基づき管理し、必要な情報は提供してい
る。さらに、必要な情報がないかを精査し、提供
に向け準備する。個人情報は災害時の対応はも
とより、円滑な地域活動のもとになるものであり、
個人情報の活用について市民の理解が高まるよ
う周知したい。
個人情報の適切な運用ができるようマニュアルを
作成してはどうか。
個人情報の保護に対する意識が過剰になり、個
人の不利益につながることのないよう、情報提供
の有用性等に配慮しながら取扱いの指針となる
マニュアルを作成していきたい。

平成17年度(一般職員数571人)から6年間で51名の
削減を計画したが、結果、平成22年度（548人）と23
名削減にとどまった。今年策定した新たな「定員（職
員定数）適正化計画」では、平成27年度までに、職員
をさらに44人削減するとのことだが、達成は可能か。
組織機構や事務事業の見直し、指定管理者制度
の導入や民間委託等を推進してきた。今後組織
の職員配置、市民と行政との協働のまちづくりを
進めるなど、さまざまな手法を通して、目標の達
成に向け一層努力していきたい。

後期（23→2 7年）総合計画

パートナーシップの推進　

個人情報保護のあり方
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答

問

答

問

答

人事政策の適正な運用
問

答

問

答

問

答

問

答

問

答
問

答

問

答

平成17年度の合併後の６年間で、勧奨退職や自
己都合で退職者が140人となっている。うち、早期
退職者が101人ときわめて多い。職員アンケート
で仕事のやりがい、充実感の不足等が調査結果と
してあげられているが、人事政策上問題があるの
ではないか。
アンケート結果は直接影響しているとは考えてい
ない。今後、業務量と職員数に偏りや、職員個々の
負担が増大しないように、業務のスリム化や事務
分掌の見直し等を行い、適切な人員の配置に努
める。
以前、人材育成の為のアンケートを大庭から提案
したが、実施し、活用しているか。
提案を受け、平成２０年度に５６０人を対象に
「理想の職員像」「人事制度」「研修制度」や「職場
環境」「仕事のやりがい」について調査をし、様々な
形で人材育成のために活用し効果をあげている。

名古屋市長選挙の争点でもあった市民税１０％
の減税は、名古屋市の行政改革効果分を減税に
回すというものである。本市でも平成２３年度の
行改効果を３億５，８００万を見込んでいるが、
これを減税に還元できないか。
出来ない。本市においては市民サービスの充実
を優先すべきと判断する。減税により特別交付税
が減額または不交付となるリスクもある。名古屋
市と袋井市ではその規模や自治体の構成要素に
様々な違いがあり一概には比較できないが、同
様の手法を採ることは、難しいものと考える。

浅羽支所２階３階を整備して、文化財を整理・保
管する(仮称)歴史文化館を開設するということだ
が、どのように進めるか。
浅羽支所を利活用し、展示室を設け、広く市民に
文化財を公開する歴史文化施設とする。
本市には、将来の博物館建設に向け収集した考
古、民族、古文書、絵画など１２２点余がある。ま
た、文化財収蔵品は市内の数か所の倉庫に埋蔵
文化財６０１０箱、民具が２０００点、古文書
が１５０箱等眠っている。これら以外にも、東京
国立博物館をはじめ、各博物館等に数千点の文
化財を貸出している。これらを今後どのように展示
していくのか。
ご指摘の資料を、時代や種類、年代等、系統だて
て整理し、展示する。また、発掘した土器などを学
校での歴史学習、公民館での地域学習等に利用
したい。また、昨年秋に完成した近藤記念館と、
郷土資料館を利用し、体験学習にも活用したい。

袋井市における減税の可否
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問

答

問
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文化行政の推進
問

答

問

答

（三川地区にＨ27年に予定される市営墓地公園）（三川地区にＨ27年に予定される市営墓地公園）

市内の倉庫に保管されている文化財市内の倉庫に保管されている文化財

川井地域で運営されている澤野医院記念館川井地域で運営されている澤野医院記念館

協働運行バス協働運行バス 耐震助成ＰＲ耐震助成ＰＲ 風見の丘完成風見の丘完成

愛野こども園愛野こども園
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主な事業の概要（歳出）
　事業の主なものとして、新病院建築に7,338万円、現病院を利活用して、介護施設や診療所
機能の設置を予定している（仮称）総合健康センター建設に751万円を計上しています。また、
市民と行政がこれまで以上に力を合わせてまちづくりをするために、各地区での議論を進めて
いくパートナーシップによる新たなまちづくり事業に284万円を、エコエネルギーを活用した風
見の丘健康施設の運営に9,167万円を計上しています。さらに、企業誘致に向け東京ネットワ
ーク事業や市民提案によるふるさとの川づくり事業も予定されています。
　一方、ゼロ作戦と銘打って各種の課題に取り組みます。県下でも人口あたり最も多い待機児
童の削減に向け、２億円を、また、県内で糖尿病患者比率がが最も高いことから、糖尿病徹底予
防事業に336万円余を、さらに、集中豪雨被害ゼロを目標に風水害等防災対策費3404万円を
予算化しています。発達障がいの皆さんへの支援として子供発達支援トータルサポート1940万
円の計上がされました。尚、ゼロ作戦に市税滞納ゼロも加え、引き続き積極的に取り組みます。
　23年度は、全体として医療整備、保育等に重点を置いた予算となっています。
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